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６
月
７
日
（
金
）
町
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
、
平
成
25
年
度
町
防
災
会

議
お
よ
び
水
防
協
議
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。　

　

同
会
議
お
よ
び
協
議
会
は
、
町
が

国
、
県
、
警
察
、
消
防
、
各
種
公
共

機
関
や
団
体
な
ど
の
関
係
者
と
防
災

に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め
に
開
催
。

災
害
の
と
き
の
各
関
係
機
関
の
業
務

や
役
割
分
担
、
災
害
対
策
本
部
の
組

織
体
制
と
事
務
内
容
な
ど
に
つ
い
て

確
認
し
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
地
域
住
民
で
結
成
さ
れ
防

災
活
動
に
取
り
組
む
「
自
主
防
災
組

織
」
の
育
成
の
強
化
な
ど
に
つ
い
て

も
協
議
。
委
員
か
ら
は
、
住
民
の
危

機
意
識
を
高
め
る
た
め
の
避
難
訓
練

の
実
施
、
住
民
同
士
の
連
絡
体
制
の

強
化
な
ど
の
意
見
が
上
が
り
ま
し
た
。

　６月１日（土）県内の多くの河川でアユ漁

が解禁となり、緑川には早朝から多くのアユ

釣り愛好者が来訪。アユ釣り独特の長竿を巧

みに操り、アユのあたりを静かに待ちました。

　アユ釣りのポイントとして知られる緑町の

中甲橋付近にも、午前４時過ぎから釣り人が

集結。野アユの縄張りにおとりのアユを泳が

せ、針に掛ける「友釣り」で20匹以上釣る

人もいて、終日にぎわいを見せました。

　甲佐の風物詩である緑川のアユ釣り風景は、

秋まで楽しめます。

お父さんに牛乳を贈ろう　
「父の日に牛乳を贈ろう」キャンペーン

本町の防災体制を協議　　
平成25年度町防災会議および水防協議会

アユ釣り愛好者が緑川に
６月１日（土）アユ漁解禁

▼奥名町長、師富副町長、赤星町教育長に牛乳を手渡す酪農組合女性部（左）

▲多くのアユ釣り愛好家が釣りを楽しんだ中甲橋周辺

▼

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
の
防
災
会
議
と
水
防
協
議
会

　

６
月
14
日
（
金
）
上
益
城
郡
酪

農
組
合
女
性
部
の
４
人
が
「
父
の

日
に
牛
乳
（
ち
ち
）
を
贈
ろ
う
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
、
町
役
場
を
表

敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
母
の
日

に
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
贈
る
の
に

対
し
て
、
父
の
日
に
は
定
番
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
な
い
こ
と
か
ら
、

「
父
（
ち
ち
）」
と
「
牛
乳
（
ち

ち
）」
を
か
け
て
、
家
族
の
た
め

に
が
ん
ば
る
お
父
さ
ん
に
牛
乳
を

贈
っ
て
応
援
し
よ
う
と
い
う
取
り

組
み
。
牛
乳
の
消
費
拡
大
運
動
の

一
環
と
し
て
、
平
成
13
年
か
ら
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

女
性
部
を
代
表
し
て
訪
れ
た
市

下
明
美
さ
ん
（
下
横
田

区
）、
西
村
照
代
さ
ん

（
麻
生
原
区
）、
池
上
啓

子
さ
ん
（
大
町
区
）、

奥
村
佐
由
美
さ
ん
（
下

横
田
区
）
が
、
奥
名
克

美
町
長
、
師
富
省
三
副

町
長
、
赤
星
眞
照
町
教

育
長
に
、
父
の
日
用
の

特
製
容
器
に
入
っ
た
牛

乳
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
４

人
は
「
流
通
し
て
い
る

牛
乳
は
、
ほ
と
ん
ど
が

安
心
・
安
全
な
国
産
品
。

お
父
さ
ん
に
牛
乳
を
飲

ん
で
も
ら
っ
て
、
元
気

に
が
ん
ば
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
ま
し
た
。
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　５月25日（土）熊本市で、第６回甲佐町観光

物産展が開催されました。

　本町の魅力ある物産や観光資源・郷土文化など

を町外に広くＰＲすることを目的に、甲佐町商工

会（中村幸男会長）が主催し、町、甲佐町観光協

会、ＪＡかみましきが後援。同展は、平成20年

度から毎年開催されており、６回目となる今年は

13団体が同市中央区びぷれす熊日会館前の「び

ぷれす広場」に出展しました。

　物産品販売コーナーでは、野菜、生花、アユの

塩焼きやうるか、生マシュマロ、町認定の特産品

ブランド「こうさんもん」の商品などが並びまし

た。

　また、本町の「やな場」や国指定天然記念物

「麻生原のキンモクセイ」、「津志田河川自然公

園」などの観光案内コーナーなども開設。本町の

特産品であるニラと手作りの石けんのプレゼント

や、やな場のコース料理券などが当たる抽選会な

どのイベントも行われ、会場は多くの人で賑わい

ました。

▼奥名町長、師富副町長、赤星町教育長に牛乳を手渡す酪農組合女性部（左）

　

６
月
３
日
（
月
）
町
民
セ
ン
タ
ー

で
、
人
権
擁
護
委
員
や
弁
護
士
な
ど

に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

同
相
談
は
、
毎
月
第
１
月
曜
日
に

町
老
人
い
こ
い
の
家
で
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
６
月
１
日
（
土
）
の
人

権
擁
護
委
員
の
日
、
12
月
の
人
権
週

間
に
合
わ
せ
て
、
６
月
と
12
月
に
は

町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
人
権
問
題

を
は
じ
め
、
財
産
や
法
律
に
関
す
る

相
談
な
ど
、
身
近
に
起
き
る
問
題
に

つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
月
第
３
月
曜
日
に
は
民

生
・
児
童
委
員
に
よ
る
「
心
配
ご
と

相
談
」
も
開
催
。
こ
ち
ら
も
、
６
月

と
12
月
に
は
町
民
セ
ン
タ
ー
で
、
そ

れ
以
外
の
月
に
は
町
老
人
い
こ
い
の

家
で
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　５月26日（日）上揚の坂本梅林および宮

内集会所で、宮内梅まつりが開催されました。

　宮内地区活性化委員会（境国嗣会長）が主

催。同委員会のメンバーのほか、地域住民や

熊本市などから集まった参加者たちは、梅林

に実った梅約500㌔を収穫しました。
　収穫された梅は宮内集会所に運ばれ、選別

機でふるいにかけたり、葉や茎などを取り除

いたりした後、袋詰めなどが行われ、即日販

売。参加者の女性は「無農薬で育った宮内の

梅を皆さんに食べてほしい」と話しました。

身近な問題は相談を　　
町民センターで無料法律相談を開催

ちぎりたての梅はいかが
宮内梅まつりを開催

▲坂本梅林に実った梅を収穫する梅まつりの参加者たち

甲佐の物産と観光をＰＲ　
第６回甲佐町観光物産展を熊本市で開催

▲多くの通行人が足を止め、本町の特産品を購入したり、抽選会などの
イベントを楽しんだりと賑わいを見せた第６回甲佐町観光物産展

▼

６
月
・
12
月
は
町
民
セ
ン
タ
ー
で
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
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